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現
地
で
近
く
導
入
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琵琶湖の技術

カ リブ海守る

!I「■:,=

与
ル
ガ
子
ム
海
藻
の
堆
肥
化

時
間
短
縮

一

間
韓
解
脚
値
球
裕
紺
臨
傲
洋
覧
麹
醐

洋
や
中
米
カ
リ
ブ
海
で
大
量
発
生
し

て
い
る
海
藻

「
サ
ル
ガ

ッ
サ
ム
⑭
」

の
処
理
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
従
来
の
方
法
で
は
年
単
位
の
時

間
が
か
か
る
が
、
新
技
術
な
ら
１０
日

間
程
度
で
処
理
で
き
る
と
い
う
。
現

地
で
は
観
光
や
漁
業
に
打
撃
を
与
え

て
お
り
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
で
近
く

導
入
さ
れ
る
。

（
大
津
支
局
　
矢
野
彰
）

を際

≫

ち

供

打

提

波

ン
ヽ
ィ

し

ラ

着

和

漂

同

に

ぐ

テ

ム
一
サ

ビ

ツ

の

ガ

国

ル

和

サ

共

す

力

く

一
一
尽
ミヽ
い

ド

覆

Dご 悠ぢ娑甚た浮握写詈魚ブ>琴
ラ居の海藻。2011年頃から大西洋で
大量発生し、メキシコやドミニカ共
和国、グレナダなどのビーチに漂着
するようになった。腐って悪臭を放
つほか、海面をマットのように覆う
ためく海中の酸素濃度が低下し、魚
の産卵場所になる藻場が枯れる影響
も出ていると

サ
ル
ガ

ッ
サ
ム
の
漂
着
量
や

範
囲
は
毎
年
変
動
す
る
が
、
国

際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｏ
Ａ
）
の

リ
ポ
ー
ト
で
は
、
２
０
２
２
年

６
月
に
は
、
大
西
洋
全
域
の
沿

岸
部
で
計
２
４
０
０
万

ント
超
の

漂
着
を
観
測
。
深
刻
な
社
会
問

題
と
な

っ
て
い
る
。

現
地
で
も
堆
肥
化
は
行
わ
れ

て
い
る
が
、
微
生
物
の
働
き
で

有
機
物
を
分
解

。
発
酵
さ
せ
る

た
め
時
間
が
か
か
る
の
が
難
点

だ
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、

大
津
市
の
環
境
機
器
開
発
会
社

「
Ｗ
Ｅ
Ｆ
技
術
開
発
」
の
技
術

が
使
わ
れ
る
。

同
社
は
１０
年
ほ
ど
前
か
ら
、

琵
琶
湖
で
駆
除
さ
れ
た
コ
カ
ナ

ダ
モ
な
ど
大
量
の
水
草
の
堆
肥

化
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
を
研

究
。
約
５
年
前
、
他
の
物
質
と

反
応
し
や
す
い

「
活
性
酸
素
」

で
有
機
物
を
分
解
す
る

「
促
進

酸
化
処
理
」
を
用
い
る
方
法
を

確
立
し
た
。

堆
肥
化
で
は
通
常
、
水
草
の

丈
夫
な
細
胞
壁
が
障
壁
と
な
る

が
、
活
性
酸
素
を
入
れ
て
１
時

間
ほ
ど
混
ぜ
る
と
、
細
胞
壁
が

酸
化
し

て
分
解
が
促
進
さ
れ

る
。
そ
こ
に
発
酵
を
促
す
納
豆

菌
、
米
ぬ
か
、
炭
を
加
え
る
こ

と
で
、
堆
肥
化
に
要
す
る
期
間

（
２
～
３
年
）
を
１０
日
程
度
に

縮
め
た
ゃ
完
成
し
た
堆
肥
は
、

滋
賀
県
内
の
農
家
が
野
菜
な
ど

の
栽
培
に
試
験
的
に
使
い
、
ネ

ギ
や
ダ
イ
コ
ン
の
収
量
を
増
や

車
両
を
無
償
資
金
協
力
の
形
で

提
供
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
、
処
理
や
有
効

活
用
に

つ
な
が
る

国
内
企
業

の
技
術
を
調
査
。
２５
年
度
以
降

に
、
ジ

ャ
マ
イ
カ
や
ド
ミ

ニ
カ

共
和
国
な
ど
で
の
堆
肥
化
を
目

指
す
。

食
料
や
肥
料
の
多
く
を
輸
入

政
府
“
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

撤
去
や
処
理
支
援

サ

ル

ガ

ッ
サ

ム

を

巡

っ
て
´

は
、
日
本
政
府
が
２
０
２
０
年

度
か
ら
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
や

グ

レ
ナ
ダ
、
ト
リ

ニ
ダ
ー
ド

・

ト
バ
ゴ
な
ど
に
撤
去

。
運
搬
用

サ
ル
ガ
ッ
サ
ム
を
堆
肥
化
す
る
装
置

（大
津
市
で
）

す
効
果
が
確
認
さ
れ
た
と
い

）つ
。促

進
酸
化
処
理
は
い
焼
却
灰

に
残
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の

分
解
に
も
使
わ
れ
、
龍
谷
大
の

岸
本
直
之
教
授

（
水
質
シ
ス
テ

ム
エ
学
）
は

「
本
来
は
有
害
物

質
の
分
解
に
使
う
手
法
だ
が
、

促
進
酸
化
処
理
な
ら
短
時
間
で

堆
肥
化
が
可
能
だ
」
と
話
す
。

こ
の
手
法
に
目
を
つ
け
た
の

が
、
カ
リ
ブ
海
な
ど
で
事
業
を

展
開
す
る
海
運
会
社

「
同
和
ラ

イ
ン
」
八
東
京
）
だ
。
７
月
末
、

ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
か
ら
サ
ル
ガ

ッ
サ
ム
約
５０
言
を
取
り
寄
せ
、

Ｗ
Ｅ
Ｆ
社
に
持
ち
込
ん
で
堆
肥

化
を
実
験
。
塩
分
を
含
む
海
藻

で
は
初
の
試
み
だ

っ
た
が
、
２

時
間
程
度
で
活
性
酸
素
に
よ
る

分
解
が
進
み
、
８
日
間
で
堆
肥

が
完
成
し
た
。

立
命
館
大
学
な
ど
の
研
究
機

関
で
分
析
す
る
と
、
リ
ン
や
窒

素
な
ど
を
含
み
、

「
土
壌
改
良

材
と
し
て
適
し
て
い
る
」
と
の
十

お
墨
付
き
を
も
ら

っ
た
。
Ｗ
Ｅ

Ｆ
社
の
青
山
章
社
長
は

「
琵
琶

湖
で
生
ま
れ
た
技
術
が
、
地
球

の
裏
側
で
役
立

つ
な
ら
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

に
頼
る
現
地
の
食
料
自
給
率
向

上
に
も
つ
な
が
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

中
氷

・
カ
リ
ブ
課
の
担
当
者
は

「
農
業

・
食
料
生
産
の

増
加

に
つ
な
が
れ
ば
、
持
続
的
な
経

済
発
展
に
貢
献
で
き
る
。
堆
肥

化
は
実
現
可
能
性
が
高
く
、
事

業
化
を
検
討
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

メキ

米 国

ナ＼砥洋
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共和国

サルガッサムが
漂着している
海域


